
	整理番号

※事務局記入欄
	


近未来の課題解決を目指した実証的社会科学研究推進事業　研究提案書

１．基本情報
*：採択決定時には公表されます。
	研究課題名 *
	

	研究概要 *
	※研究の概要について、２００字以内で記入


	研究領域 *
	※下記の２つの領域の中から１つを選択し「○」を記入
（ 　 ）研究領域１　豊かな経済活力を生む社会経済制度の設計
（ 　 ）研究領域２　生活の豊かさを生む新しい雇用システムの設計

	研究予定期間 *

	※下記の期間から１つを選択し「○」を記入
（ 　 ）３年間（平成２０年度～平成２２年度）

（ 　 ）４年間（平成２０年度～平成２３年度）

（ 　 ）５年間（平成２０年度～平成２４年度）

	責任機関
	機関名 *
	
	機関番号
	

	
	代表者氏名
(法人の長など)
	
	役職名
	

	
	本部所在地
	〒


	
	①研究代表者
	フ リ ガ ナ
	
	生　年
月　日
	昭和  年  月  日（  歳）

※平成20年10月1日現在の年齢

	
	
	氏　　名 *
	
	
	

	
	
	所属部署 *
	
	役職名 *
	

	
	
	所在地
	〒


	
	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	
	E-mail
	

	
	②事務連絡担当者
	フ リ ガ ナ
	

	
	
	氏　　名
	

	
	
	所属部署
	
	役職名
	

	
	
	所在地


	〒


	
	
	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	
	
	E-mail
	

	
	③研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）
に基づく体制整備等の実施状況報告書の提出の有無※いずれかの(　)に○
	(　)有(提出日:平成  年  月  日)
(　)無(要提出)


	２．近未来の課題の解決という政策や社会の要請を踏まえた研究の目的・意義
研究の目的・意義について、問題意識を明確にした上で、具体的かつ明確に記述してください。

	《想定される近未来の課題》※研究課題を提案するにあたって、解決すべき近未来の課題として、どのような課題を想定しているのか端的に記述
してください。


	《研究の目的・意義》



	３．研究内容及び研究方法
・課題に対して「実証研究→制度設計（解決方策）→社会提言（社会効果）」を行うという、本事業が想定するプロセスを念頭に置いて、何を、どのような方法を用いて、どこまで明らかにしようとするのかについて、具体的かつ明確に記述してください。
・また、「研究方法」については、本事業が実証的な研究方法を求めていることを踏まえ、研究内容の中に埋没した記述ではなく、明示的な記述をお願いします。

・研究課題と同様の研究を行っている国内外の研究グループやその研究成果の動向と、その中での研究課題の位置付けを簡潔に記述してください。
・政策形成、司法、企業等における実務の専門家との連携を視野に入れて研究を実施する場合には、どのように連携を図り、実務の専門家の知識や経験を活用するのか記述をお願いします。

	


	４．年次計画
1年毎に具体的に何をどこまで行うかについて記入してください。

	平成２０年度（１年目）


	平成２１年度（２年目）


	

	平成２２年度（３年目）


	平成２３年度（４年目）


	平成２４年度（５年目）



	５．研究成果およびそれが社会にもたらす効果
政策や社会の要請に具体的に応えた研究成果が期待できるか（特に、課題解決に向けて具体的な提案ができるか）、また、研究成果が社会にどのような効果をもたらすことを想定しているのかについて、その見通しを記述してください。

	


	６．研究プロジェクトチームの体制
研究プロジェクトチームの組織、研究の分担等を分かりやすく記入してください。

	《研究プロジェクトチームの体制》
（記入例）

【研究代表者】　

　　 （氏名）　   （年齢）           （所属・職名・専門分野）

　○○○○　（４９）（○○大学大学院△研究科教授、労働経済学）

　　　【ワーク・ライフ・バランス実態調査研究グループ】

　　　　　グループリーダー・総括　　○○○○　（４９）（○○大学大学院△研究科教授　労働経済学）

　　　　　女性の雇用環境の調査　　　○○○○　（３９）（○○大学△学部准教授　ジェンダー論）

　　　　　企業の人事政策調査　　　　○○○○　（３５）（□□研究所調査部）

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・

【非正規雇用の実態調査研究グループ】

グループリーダー・総括　　　○○○○　（４８）（○○大学大学院△研究科教授　労働社会学）

・

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・

【雇用システム開発グループ】

グループリーダー・総括　　　○○○○　（５３）（○○大学大学院△研究科教授　労働法）

・

　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　・

	《上記の研究プロジェクトチームの体制が、本研究課題を遂行する上で適切であると考える理由》

※特に、①グループリーダー的な研究者等について、研究経験等及び本研究体制の中でどのような役割を担うのか記述してください。

また、②政策形成、司法、企業等の実務関係者を構成員に加える場合には、その者の実務経験や研究経験等について簡潔に記載してください。




７．年次計画概要

○研究課題名　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
○研究予定期間「平成２０年度～平成　　年度」

	計画の内容
	年　　　度

	
	平成２０年度
	平成２１年度
	平成２２年度
	平成２３年度
	平成２４年度

	（記入例）

（１）

・・・に関する研究


	
社会調査準備
(調査票作成)
	文　献 

社会調査実施
(配布～回収)

インタビュー調査
（国内）
	調　査

データ分析
インタビュー調査
（外国）


	インタビュー調査
（国内）

調査総括


	

	（２）

○○○制度の設計に関する調査研究

	
	
	
	
	

	（３）

研究総括
	
	
	中間報告書作成
	
	最終報告作成


成果シンポジウム

の開催


８．所要経費の見込み額

○研究課題名　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

○研究予定期間「平成２０年度～平成　　年度」

　　　（単位：千円）

	経費の内容
	年　　度
	合　計

	
	平成２０年度
	平成２１年度
	平成２２年度
	平成２３年度
	平成２４年度
	

	1.設備備品費
	
	
	
	
	
	

	2.人件費
	
	
	
	
	
	

	業務担当職員
	
	
	
	
	
	

	補助者
	
	
	
	
	
	

	社会保険料等事業主

負担分
	
	
	
	
	
	

	3.業務実施費
	
	
	
	
	
	

	消耗品費
	
	
	
	
	
	

	国内旅費
	
	
	
	
	
	

	外国旅費
	
	
	
	
	
	

	外国人等招へい旅費
	
	
	
	
	
	

	諸謝金
	
	
	
	
	
	

	会議開催費
	
	
	
	
	
	

	通信運搬費
	
	
	
	
	
	

	印刷製本費
	
	
	
	
	
	

	借損料
	
	
	
	
	
	

	雑役務費
	
	
	
	
	
	

	消費税相当額
	
	
	
	
	
	

	合　計
	
	
	
	
	
	


注　１）金額は千円単位で記入してください。

※計上できる経費は本研究計画の遂行に必要な経費です。
９．研究代表者調書

①研究代表者の略歴

	ふりがな

氏　名
	
	生年月日
	昭和○○年○○月○○日生(□□歳)
※平成20年10月1日現在の年齢

	
	
	
	

	所属機関
	機 関 名
	
	所属部署
役職
	

	
	所 在 地
	〒




	学　歴
	昭和○○年　○月　○日　　○×大学卒業

昭和○○年　□月　□日　　○×大学大学院△○学研究科博士課程修了



	学　位
	昭和　　年　博士（○○○学）（□□大学）


	専門分野


	

	主な職歴
	昭和○○年○○月
昭和○○年○○月

昭和○○年○○月

平成○○年○○月
	○○大学　○○学部助手
○○大学　○○学部助教授

○○大学　○○学部教授

○○大学　○○学部教授（現在に至る）

	受賞歴
	昭和○○年○○月

平成○○年○○月

平成○○年○○月
	○○○奨励賞

○○○学術賞

○○○賞

	研究概要
	※研究代表者がこれまで行ってきた研究について、本研究課題との関連を踏まえて記述してください。



②研究代表者の研究業績

研究代表者が学術誌等に発表した主な論文、著書のうち、当事業に関係の深いものについて新しいものから順に記載してください。

	○発表論文名・著書名等

論文名、著者名、学協会誌名、巻（号）、論文の場合は最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。また、本人の氏名に下線を引いてください。

	


③研究費の獲得状況 

研究代表者が交付を受けた研究費（公的および民間の競争的資金等）のうち主なもの（①すでに終了しているもの、②現在継続中のもの、③現在申請中のもの）について新しいものから順に記入してください。

	
	研究費の名称
	交付をうけた期間

（または申請期間）
	状況


	研 究 課 題 等
	役割
	研究経費

（総額,千円）

	１


	（記入例）

科学研究費補助金

（特定領域研究）
	H20年度～H22年度


	申請中


	○○○からみた□□□と△△の関係性について
	代表者


	20,000(千円)


	２
	○○財団研究助成金
	H20年度
	継続中
	○○の総合的研究について
	分担


	10,000(千円)

	３
	未来開拓学術研究推進事業
	H12年度～H16年度
	終了
	○○の□□について
	代表者
	50,000(千円)

	
	
	
	
	
	
	





[image: image1.emf]と

との

整合性の判断

近未来において我が国が

直面する課題①

○○○○の□□□について

申請額：○○○千円

実施予定年度：平成２０年度～２４年度

研究目的

○△□課題の原因を明らかにし、解

決のための方策を提示する

①法制上の措置

②税制上の措置

③財政上の措置

国民・社会が複数の選択肢から選択

近未来において我が国が

直面する課題②

仮説の構築

論理モデルの構築

①目的、対象、

方法の決定

②調査項目の

設定

③予備調査

④修正等

①サンプリング

②発送、面接等

③回収

④データ入力

①単純集計

②クロス集計

③多変量解析

社会調査 結果の理解

実証に基づく仮説

分析モデル

論理モデル

新たなデータの獲得

調査票の

作成

調査の

実施

データ

分析

統計学的分析

分析モデルの構築

解決方策の開発

Ⅰ

．問題意識

Ⅱ

．研究プロセス

(１)

(２)

Ⅲ．社会発信


１０.研究イメージ図


※下記は作成例ですので、①問題意識、②研究プロセス、③社会発信という過程が分かるように、適宜作成してください。なお、採択された場合は公表されます。
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との

整合性の判断

近未来において我が国が直面する課題①

○○○○の□□□について

申請額：○○○千円

実施予定年度：平成２０年度～２４年度

研究目的

○△□課題の原因を明らかにし、解決のための方策を提示する

①法制上の措置　　　

②税制上の措置　　　

③財政上の措置　　　

国民・社会が複数の選択肢から選択

近未来において我が国が直面する課題②

仮説の構築

論理モデルの構築









①目的、対象、方法の決定

②調査項目の設定

③予備調査

④修正等









①サンプリング

②発送、面接等

③回収

④データ入力









①単純集計

②クロス集計

③多変量解析

社会調査

結果の理解

実証に基づく仮説

分析モデル

論理モデル

新たなデータの獲得

調査票の

作成

調査の

実施

データ

分析

統計学的分析

分析モデルの構築

解決方策の開発

Ⅰ．問題意識

Ⅱ．研究プロセス

(１)

(２)

Ⅲ．社会発信








